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平成 30 年度八戸市一般会計予算などを可決
　

　平成 30 年３月定例会は、２月 27 日から３月 23 日までの 25 日間の会期で開かれ、平成 29

年度八戸市一般会計補正予算など、議案 87 件を可決して閉会しました。

市議会の詳しい情報は、ホームページでご覧になれます。

八戸市議会 検索

　八戸市議会では、市民の皆様に分かりやすく開かれた議会

を目指し、議会報告会を開催します。

　議会報告会では、八戸市議会の活動概要などを説明するほ

か、市民の皆様と意見交換を行います。

　多くの皆様のご参加をお待ちしております。 （申込不要）

日　時　平成30年５月20日 （日） 午後２時～

場　所　八戸ポータルミュージアム「はっち」 シアター２

内　容　議会活動報告

　　　　意見交換　

　　　　○マチニワなどを活かした中心市街地活性化について 

　　　　○観光を活かしたまちづくりについて　

第７回議会報告会のご案内目 　 次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ページ

○議案の賛否 ･･････････････････････ ２～３

○平成30年度一般会計予算 ･･･ ３　

○新年度予算などに対する

　各会派の意見 ･･･････････････････ ４～５

○請願・陳情の審査結果 ･･････ ６

○一般質問 ･････････････････････････ ６～８

○お知らせ ･････････････････････････ ８

（上）完成イメージ図（平成32年4月供用開始予定）

（右）平成30年2月26日 田向地区の建設用地にて開催

　　 された安全祈願祭のようす

八戸市総合保健センター建設工事
安全祈願祭が行われました

編集・発行　八戸市議会　八戸市内丸一丁目 1番 1号  TEL：43-2145 /  FAX：47-0744



平成 30 年３月定例会号　はちのへ市議会だより  ２

会派別議案賛否一覧表
○：賛成　　×：反対

区分

会 派 名　

　議  案　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

き
ず
な
ク
ラ
ブ

公

明

党

日
本
共
産
党
議
員
団

無

所

属
（

伊

）

無

所

属

（

吉

）

無

所

属

（

山

）

議決結果

市

長

提

出

議

案

予 

算

平成30年度八戸市一般会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

平成30年度八戸市自動車運送事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成30年度八戸市立市民病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成30年度八戸市国民健康保険特別会計予算　他13件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成29年度八戸市一般会計補正予算（議案第18号、85号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成29年度八戸市自動車運送事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成29年度八戸市立市民病院事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成29年度八戸市国民健康保険特別会計補正予算　他13件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

人

事

八戸市固定資産評価審査委員会の委員の選任（谷
や ち

地　良
り ょ う こ

子 氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

人権擁護委員の候補者の推薦（板
いたばし

橋  玲
れ い こ

子 氏、中
なかむら

村  光
み つ お

雄 氏、川
かわはた

畑  豊
とよかつ

勝 氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

八戸市固定資産評価員の選任（早
はや

狩
かり

　仁
ひとし

 氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

条 

例

八戸市携帯電話等エリア整備事業分担金徴収条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

承認企業立地計画に従って設置される施設に係る八戸市市税の特別措置に関する
条例の一部を改正する条例 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市民生委員定数条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市営住宅条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市都市公園及び公園施設の設置に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市多賀多目的運動場条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸まちなか広場条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市事務分掌条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市職員定数条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市職員退職手当支給条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

八戸市基金の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市博物館条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市企業立地促進条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する
法律第10条第１項の規定に基づく準則を定める条例を廃止する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市保育士修学資金貸与条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市指定障害福祉サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定め
る条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市指定障害者支援施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の
一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市障害福祉サービス事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市介護保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

八戸市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める
条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の
一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
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区分

会 派 名　

　議  案　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

き
ず
な
ク
ラ
ブ

公

明

党

日
本
共
産
党
議
員
団

無

所

属
（

伊

）

無

所

属

（

吉

）

無

所

属

（

山

）

議決結果

市

長

提

出

議

案

条 

例

八戸市指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予防
サービス等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める
条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例
の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係
る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改
正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市非常勤消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市都市公園条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市地区計画等の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する
条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

八戸市特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

八戸市立市民病院事業管理者の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 原案可決

契

約

八戸駅西地区駅前広場整備工事（その３）請負の一部変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

包括外部監査契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

そ
の
他

市道路線の廃止及び認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

青森県新産業都市建設事業団に委託すべき事業に関する計画の一部変更に係る協
議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

八戸市過疎地域自立促進計画を変更すること ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

※
条
例

八戸市議会委員会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

■ 議員個別の賛否状況については、市のホームページでご覧になれます。
■ 立花敬之議長は採決に加わっていません。

会派別所属議員

自由民主・

市民クラブ

久　保　百　恵

高　橋　一　馬

藤　川　優　里

壬　生　八十博

立　花　敬　之

坂　本　美　洋

岡　田　　　英

高　山　元　延

小屋敷　　　孝

豊　田　美　好

秋　山　恭　寛

日　當　正　男

工　藤　悠　平

森　園　秀　一

松　橋　　　知

大　館　恒　夫

きずなクラブ

冷　水　　　保

田名部　和　義

寺　地　則　行

三　浦　博　司

五　戸　定　博

吉　田　博　司

古　舘　傳之助

八　嶋　　　隆

公 明 党 中　村　益　則 夏　坂　　　修 前　澤　時　廣

日本共産党議員団 苫米地　あつ子 田　端　文　明

無所属（伊）伊　藤　圓　子

無所属（吉）吉　田　淳　一

無所属（山）山　名　文　世

平成 30 年度八戸市一般会計予算

予算総額　997億円

　主なもの

○屋内スケート場建設事業費 …………　46 億 1,000 万円

　 （建設工事）

○総合保健センター整備事業費  ……　11 億 4,640 万円

　 （建設工事）

○（仮称）八戸多目的アリーナ整備促進事業費

　 （八戸駅西地区「集」ゾーン保留地購入費）
　　………………………………………………… 8 億 2,051 万 6千円

○乳幼児等医療費関連経費 ……………… 2 億 9,300 万円

　 （小・中学生の通院分について助成を拡充）

※議員提出議案
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自
由
民
主
・

市
民
ク
ラ
ブ

全
議
案
に
賛
成

 

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
予
算
で
は
、

第
６
次
八
戸
市
総
合
計
画
や
八
戸
市
ま
ち

・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
な
ど
に

基
づ
き
、
行
政
資
源
の
最
適
化
に
よ
る
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
基
本
方
針
と
し
て
、

厳
し
い
財
政
状
況
と
経
済
環
境
を
踏
ま
え
、

財
政
の
健
全
性
に
配
慮
し
な
が
ら
、
市
民

生
活
の
向
上
と
福
祉
の
充
実
、
自
律
的
で

持
続
可
能
な
地
域
を
つ
く
る
た
め
の
各
種

施
策
や
、
八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
の

活
性
化
に
資
す
る
施
策
を
反
映
し
た
予
算

編
成
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
高
く

評
価
す
る
と
と
も
に
、
八
戸
圏
域
連
携
中

枢
都
市
圏
の
け
ん
引
役
と
し
て
、
さ
ら
に

前
進
、
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

自
動
車
運
送
事
業
会
計
予
算
で
は
、
今

後
、
利
用
者
数
並
び
に
運
送
収
益
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
厳
し
い
状
況
の
中
、
公
共

交
通
機
関
と
し
て
都
市
機
能
の
重
要
な
役

割
を
担
い
、
経
営
健
全
化
に
努
力
し
て
い

る
こ
と
を
高
く
評
価
し
、
よ
り
安
全
・
安

心
・
快
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
に
提
供
す

る
こ
と
な
ど
を
期
待
す
る
。

　

市
民
病
院
事
業
会
計
予
算
で
は
、
地
域

医
療
支
援
病
院
と
し
て
、
地
域
完
結
型
の

医
療
体
制
づ
く
り
の
た
め
、
他
の
医
療
機

関
と
の
機
能
分
担
に
よ
る
連
携
推
進
を
図

り
な
が
ら
経
営
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
高

く
評
価
し
、
今
後
も
医
療
提
供
体
制
の
充

実
・
強
化
に
努
め
る
な
ど
健
全
な
病
院
経

営
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

 

き
ず
な
ク
ラ
ブ

全
議
案
に
賛
成

　

一
般
会
計
予
算
で
は
、
新
規
事
業
や
既

存
事
業
の
拡
充
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
概
ね

評
価
す
る
が
、
学
校
司
書
の
増
員
や
教
職

員
の
負
担
の
軽
減
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、

ま
た
、
施
策
が
中
心
市
街
地
に
片
寄
っ
て

お
り
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
成
果
が
市

全
域
に
及
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

八
戸
セ
メ
ン
ト
に
搬
入
し
て
い
る
他
都

市
か
ら
の
焼
却
灰
に
つ
い
て
は
、
資
源
と

し
て
の
再
利
用
で
あ
る
が
、
市
民
感
情
に

配
慮
し
て
情
報
を
公
表
し
、
ま
た
、
周
辺

住
民
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
は
、
市
と
し

て
、
周
辺
や
灰
煙
の
調
査
を
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

　

本
の
ま
ち
八
戸
構
想
に
つ
い
て
は
、
ブ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
運
営
の
在
り
方
の
改
善

や
図
書
館
機
能
と
の
連
携
、
は
っ
ち
や
新

美
術
館
と
の
統
合
な
ど
も
踏
ま
え
て
検
討

す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

自
動
車
運
送
事
業
会
計
予
算
で
は
、
厳

し
い
環
境
の
中
、
経
営
努
力
を
重
ね
、
市

民
の
足
と
し
て
運
営
し
て
い
る
こ
と
に
敬

意
を
表
し
、
今
後
も
運
送
事
業
の
継
続
を

目
指
し
て
努
力
す
る
よ
う
期
待
す
る
。

　

市
民
病
院
事
業
会
計
予
算
で
は
、
救
急

医
療
体
制
の
確
立
や
病
院
施
設
の
拡
充
と

高
度
医
療
に
努
め
て
い
る
こ
と
を
高
く
評

価
し
、
今
後
も
地
域
医
療
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
市
民
に
寄
り
添
っ
た
病
院
と
し
て
歩

ん
で
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

 

公
明
党全

議
案
に
賛
成

　

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
予
算
は
、
そ

の
基
本
方
針
で
、
第
６
次
八
戸
市
総
合
計

画
な
ど
に
基
づ
き
、
市
民
生
活
の
向
上
と

福
祉
の
充
実
を
図
り
、
自
律
的
で
持
続
可

能
な
地
域
を
つ
く
る
た
め
の
各
種
施
策
に

新
年
度
予
算
な
ど
に
対
す
る

各
会
派
の
意
見

　

平
成
30
年
度
予
算
お
よ
び
関
連
議
案
は
、
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
３
月
23
日

の
本
会
議
で
全
議
案
と
も
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
各
会
派
お
よ
び
無
所
属
議
員
が
討＊

論
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
掲
載

し
ま
す
。

　

＊
討
論
と
は
、
採
決
の
前
に
議
題
と
な
っ
て
い
る
案
件
に
対
し
、
会
派
ま
た
は
自
己
の
賛
否

　
　

の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
で
す
。
討
論
が
終
わ
る
と
原
則
と
し
て
表
決
に
入
り

、
最
終
的

　
　

な
賛
成
・
反
対
の
意
思
表
示
を
、
起
立
な
ど
に
よ
り
行
い
ま
す
。

予 算 特 別 委 員 会 の よ う す
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取
り
組
む
と
と
も
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
目
指
し
、
ま
た
、
八
戸
市
復
興
計
画

に
基
づ
き
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

八
戸
版
ネ
ウ
ボ
ラ
事
業
整
備
に
向
け
た
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
関
連
経
費

な
ど
、
人
へ
の
投
資
を
充
実
さ
せ
た
予
算

を
計
上
し
て
お
り
、
市
政
の
課
題
解
決
に

取
り
組
む
姿
勢
を
高
く
評
価
す
る
。

　

自
動
車
運
送
事
業
会
計
予
算
で
は
、
少

子
化
な
ど
の
影
響
で
バ
ス
事
業
が
一
段
と

厳
し
い
環
境
に
あ
る
中
、
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
努
め
て
お
り
、
ま
た
、
自
動
車
運
転
免

許
自
主
返
納
数
が
当
市
で
も
増
加
し
、
今

後
、
バ
ス
は
公
共
交
通
と
し
て
ま
す
ま
す

重
要
な
手
段
と
な
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な

る
経
営
改
善
に
努
め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

市
民
病
院
事
業
会
計
予
算
で
は
、
職
員

駐
車
場
整
備
費
や
医
療
機
器
購
入
費
を
計

上
し
て
お
り
、
よ
り
良
い
環
境
の
下
、
患

者
中
心
の
思
い
や
り
の
あ
る
医
療
の
提
供

に
期
待
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も

患
者
に
寄
り
添
う
医
療
に
努
め
る
こ
と
を

要
望
す
る
。

 

日
本
共
産
党
議
員
団

一
部
の
議
案
に
反
対

　

一
般
会
計
予
算
で
は
、
小
中
学
校
保
健

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て

は
評
価
す
る
も
の
の
、
「
福
祉
・
医
療
・

子
育
て
・
雇
用
に
も
っ
と
力
を
入
れ
て
ほ

し
い
」
「
高
す
ぎ
る
国
保
税
や
介
護
保
険

料
を
下
げ
ら
れ
な
い
か
」
な
ど
と
い
っ
た
、

市
民
の
切
実
な
声
に
応
え
る
内
容
と
な
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　

ま
た
、
市
職
員
の
退
職
手
当
の
削
減
は

す
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
、
介
護
保
険

料
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
介
護
を
必

要
と
し
て
い
る
人
に
新
た
な
負
担
と
な
る

こ
と
か
ら
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
、
市
議

や
市
長
な
ど
、
特
別
職
の
報
酬
や
給
料
を

上
げ
る
こ
と
は
撤
回
を
求
め
反
対
す
る
。

　

自
動
車
運
送
事
業
会
計
予
算
で
は
、
燃

料
費
の
高
騰
な
ど
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら

れ
る
中
、
低
床
バ
ス
の
導
入
に
よ
り
利
便

性
を
高
め
て
い
る
こ
と
な
ど
を
評
価
し
、

正
職
員
と
嘱
託
職
員
と
の
労
働
条
件
の
大

き
な
開
き
の
解
消
に
向
け
た
努
力
を
求
め
、

今
後
と
も
、
市
民
か
ら
親
し
ま
れ
頼
ら
れ

る
身
近
な
交
通
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
要
望
し
賛
成
す
る
。

　

市
民
病
院
事
業
会
計
予
算
で
は
、
質
の

高
い
医
療
を
提
供
し
て
お
り
、
消
費
税
の

負
担
や
医
療
機
器
の
更
新
、
診
療
報
酬
の

切
り
下
げ
な
ど
厳
し
い
経
営
状
況
の
中
に

あ
る
が
、
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
地
域

の
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
を
要
望
し
賛
成
す
る
。

 

無
所
属
（
山
）

全
議
案
に
賛
成

　

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
予
算
で
は
、

同
一
労
働
・
同
一
賃
金
に
基
づ
く
非
正
規

職
員
の
処
遇
改
善
、
運
転
免
許
返
納
者
に

対
す
る
タ
ク
シ
ー
や
公
共
交
通
機
関
の
利

用
に
係
る
支
援
な
ど
を
求
め
、
介
護
保
険

料
に
つ
い
て
は
、
年
額
が
中
核
市
48
市
の

中
で
13
番
目
と
高
額
な
こ
と
か
ら
、
介
護

予
防
な
ど
の
推
進
を
提
言
す
る
。

　

自
動
車
運
送
事
業
会
計
予
算
で
は
、
厳

し
い
経
済
環
境
が
続
く
中
、
支
出
削
減
や

利
便
性
・
快
適
性
の
向
上
な
ど
、
経
営
の

合
理
化
に
努
め
て
き
た
こ
と
を
評
価
し
、

今
後
も
交
通
弱
者
の
足
を
守
る
た
め
、
よ

り
一
層
の
努
力
を
求
め
る
。

　

市
民
病
院
事
業
会
計
予
算
で
は
、
急
性

期
や
重
篤
な
患
者
に
24
時
間
体
制
で
医
療

提
供
を
す
る
と
と
も
に
、
良
質
な
チ
ー
ム

医
療
の
推
進
が
図
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
敬

意
を
表
し
、
今
後
も
最
善
の
医
療
提
供
を

要
望
す
る
。

 

無
所
属
（
伊
）

全
議
案
に
賛
成

　

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
予
算
で
は
、

扶
助
費
な
ど
の
増
大
に
よ
り
硬
直
化
す
る

財
政
環
境
を
見
越
し
、
財
政
規
律
を
一
層

遵
守
し
、
将
来
世
代
へ
の
負
荷
に
配
慮
し

た
行
政
経
営
を
強
く
求
め
、
介
護
保
険
料

の
減
免
制
度
導
入
や
包
括
的
空
き
家
対
策
、

受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
制
定
な
ど
に
つ
い

て
特
段
の
尽
力
を
要
望
す
る
。

　

自
動
車
運
送
事
業
会
計
予
算
で
は
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、
利
便

性
向
上
を
図
る
な
ど
鋭
意
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
評
価
し
、
全
路
線
へ
の
低
床
バ

ス
導
入
の
早
期
実
現
や
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
の
増
設
な
ど
を
要
望
す
る
。

　

市
民
病
院
事
業
会
計
予
算
で
は
、
県
南

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
任
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
早
期
完
成
を
期
待
し
、

医
師
な
ど
職
員
の
健
康
に
配
慮
し
た
労
働

環
境
整
備
に
尽
力
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

バスロケーションシステムを活用した案内板



一 

般 

質 

問

平成 30 年３月定例会号　はちのへ市議会だより  ６

＊１ DMO…Destination Management Organization の略。地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への誇りと愛着を醸成する「観
　　 光地経営」の視点に立った観光地域づくりの舵取り役として、多様な関係者と協同しながら、明確なコンセプトに基づいた観光地域づ
　　 くりを実現させるための戦略を策定し、着実に実施するための調整機能を備えた法人。

請願・陳情の審査結果

不採択となったもの

○地域別最低賃金の引き上げと全国一律最低賃金
　制の実現、中小企業支援の拡充を求める陳情　

　　　　　　　　　　　　　 （平成30年陳情第 3 号）

取り下げとなったもの

○農業者戸別所得補償制度の復活を求める請願　
　　　　　　　　　　　　　 （平成29年請願第 5 号）

○収入保険ではなく戸別所得補償の復活を求め、
　果樹共済の特定危険方式を廃止しないことを求
　める請願　　　　　　　　 （平成29年請願第 6 号）

継続して審査するもの

○種子法廃止に伴う万全の対策を求める請願　　
　　　　　　　　　　　　　 （平成30年請願第 1 号）

○米の生産費を償う価格下支え制度を求める請願
　　　　　　　　　　　　　 （平成30年請願第 2 号）

○売市第三地区における都市計画・防災道路まち
　づくり事業のさらなる整備促進に関する陳情　
　　　　　　 　　　　　　　（平成30年陳情第 1 号）

○日本政府が速やかに核兵器禁止条約に署名し国
　会が批准することを求める陳情
　　　　　　　　　　　　　 （平成30年陳情第 2 号）

「
は
ち
の
へ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
が
目
指
す
姿
と
は

　
　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　

秋　

山　

恭　

寛

【
問
い
】　

「
は
ち
の
へ
Ｄ＊

１

Ｍ
Ｏ
」
が
目

指
す
姿
と
、
設
立
後
に
取
り
組
む
事
業
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

現
在
、
設
立
に
向
け
検
討
を

進
め
て
い
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
組
織
は
、
誘
客
振
興

の
み
な
ら
ず
地
域
商
社
機
能
を
併
せ
持
ち
、

か
つ
安
定
し
た
運
営
基
盤
を
有
す
る
八
戸

圏
域
の
観
光
振
興
の
舵
取
り
役
と
な
る
組

織
を
目
指
し
て
お
り
、
効
果
的
、
効
率
的

な
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
圏
域
の
活

力
創
造
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
は
ち
の
へ
エ
リ
ア
の
ブ
ラ
ン

ド
コ
ン
セ
プ
ト
策
定
に
取
り
組
み
、
設
立

後
に
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
商
品
づ

く
り
な
ど
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

海
外
販
路
拡
大
に
つ
い
て

◆

都
市
行
政
に
つ
い
て

◆

防
災
行
政
に
つ
い
て　
　
　
　
　

な
ど

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は

　
　
　
　
　

き
ず
な
ク
ラ
ブ
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　

田
名
部　

和　

義

【
問
い
】　

民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
を
活
用
し
、
既
存
の
防
犯
灯
を
一
斉
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
事
業
内

容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

市
で
は
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
推
進
に
向
け
、
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
エ
ス

コ
事
業
を
実
施
す
る
。

　

同
事
業
は
、
民
間
事
業
者
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

計
画
の
立
案
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
の
交
換
工
事
、

そ
の
後
の
維
持
管
理
を
行
い
、
こ
れ
に
対

し
、
市
は
毎
年
の
電
気
料
金
の
削
減
分
か

ら
そ
の
費
用
を
事
業
者
に
支
払
う
も
の
で
、

事
業
期
間
は
10
年
を
想
定
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
平
成
30
年
度
に
公
募
型
プ＊

２

ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
事
業
者
を
選
定
し
、

年
度
末
を
め
ど
に
、
全
て
の
防
犯
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
灯
に
交
換
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

水
産
行
政
に
つ
い
て

◆

市
の
保
健
医
療
行
政
に
つ
い
て　

な
ど

子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
え
る
施
策
を

　
　
　
　
　

公
明
党
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　

夏　

坂　
　
　

修

【
問
い
】　

乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成
拡

充
の
内
容
お
よ
び
開
始
時
期
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

市
で
は
、
所
得
制
限
を
設
け

た
上
で
、
通
院
は
小
学
校
入
学
前
ま
で
、

入
院
は
18
歳
到
達
年
度
末
ま
で
、
保
険
診

療
の
自
己
負
担
分
を
県
の
事
業
に
上
乗
せ

す
る
形
で
全
額
助
成
し
て
い
る
。

　

昨
年
の
市
長
選
挙
の
政
策
公
約
で
、
子

育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
策
と
し
て
、

通
院
医
療
費
の
助
成
を
中
学
生
ま
で
拡
充

す
る
こ
と
を
掲
げ
た
こ
と
か
ら
、
財
政
面
、

制
度
面
か
ら
持
続
可
能
な
も
の
と
な
る
よ

う
十
分
精
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

必
要
な
事
務
な
ど
の
準
備
を
経
て
、
平
成

31
年
１
月
か
ら
の
実
施
予
定
と
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

（
仮
称
）
八
戸
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
に
つ

　

い
て

◆

第
２
期
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

　

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
対
策
は

　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
議
員
団
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　

田　

端　

文　

明

【
問
い
】　

地
方
の
人
口
減
少
は
、
若
者

が
生
活
で
き
る
収
入
を
求
め
て
東
京
圏
へ

流
出
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
と
考
え
る
が
、

市
と
し
て
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

地
方
圏
か
ら
東
京
圏
へ
の
人

口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
は
、

地
方
に
お
い
て
充
実
し
た
生
活
を
営
む
上

で
の
基
盤
と
な
る
「
し
ご
と
」
づ
く
り
が
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重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

当
市
で
は
、
平
成
27
年
10
月
に
八
戸
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を

策
定
し
、
人
口
減
少
対
策
の
た
め
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
地
域
経
済
の
成

長
・
発
展
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の

好
循
環
を
生
み
、
地
元
で
就
業
や
起
業
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

◆

新
年
度
予
算
に
つ
い
て　
　
　
　

な
ど

空
き
家
な
ど
へ
の
対
策
は

　
　
　
　
　

無
所
属

　
　
　
　
　
　
　
　

山　

名　

文　

世

【
問
い
】　

「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
く
協
議
会
を

早
急
に
立
ち
上
げ
、
「
空
き
家
等
対
策
計

画
」
の
策
定
に
つ
な
げ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

今
後
、
管
理
不
全
な
空
き
家

の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
空
き
家
対
策

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る

た
め
、
関
係
部
署
と
連
携
し
、
当
市
の
実

状
に
合
っ
た
計
画
策
定
の
た
め
の
検
討
を

し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

民
地
の
生
活
道
路
用
地
寄
附
採
納
に
係

　

る
整
備
に
つ
い
て

◆

八
戸
市
立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

ド
ロ
ー
ン
の
導
入
効
果
は

　
　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

一　

馬

【
問
い
】　

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
内
容
と
、

実
績
お
よ
び
効
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

平
成
29
年
度
に
ド
ロ
ー
ン
１

台
を
導
入
し
、
不
法
投
棄
現
場
の
詳
細
な

状
況
把
握
に
活
用
し
て
お
り
、
新
た
な
現

場
の
発
見
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
熊
の
駆

除
の
際
に
は
、
八
戸
警
察
署
か
ら
要
請
を

受
け
、
倉
庫
内
で
の
捜
索
に
も
活
用
し
た
。

　

今
後
も
、
操
作
技
術
の
向
上
な
ど
運
用

方
法
の
改
善
を
図
り
、
不
法
投
棄
事
案
の

解
決
に
向
け
、
よ
り
一
層
活
用
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

子
ど
も
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

◆

ス
ポ
ー
ツ
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

　

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

公
共
施
設
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
取
り
入
れ
る
考
え
は

　
　
　
　
　

無
所
属

　
　
　
　
　
　
　
　

伊　

藤　

圓　

子

【
問
い
】　

市
公
会
堂
・
公
民
館
の
耐
震

改
修
工
事
計
画
で
の
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
化
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

同
施
設
は
、
改
修
工
事
に
当

た
り
、
各
館
と
も
そ
れ
ぞ
れ
１
年
程
度
休

館
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
見
込
み
で
あ
る
。

 

こ
の
機
会
を
好
機
と
捉
え
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
お
よ
び
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
や

館
内
の
段
差
解
消
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な

ど
の
整
備
に
向
け
、
平
成
30
年
度
に
実
施

設
計
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

終
末
期
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

◆

空
き
家
対
策
に
つ
い
て　

◆

受
動
喫
煙
対
策
に
つ
い
て　
　
　

な
ど

八
戸
セ
メ
ン
ト
周
辺
に
お
け
る
粉
じ
ん

飛
散
へ
の
対
応
は

　
　
　
　
　

き
ず
な
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

五　

戸　

定　

博

【
問
い
】　

粉
じ
ん
飛
散
被
害
に
つ
い
て
、

市
と
八
戸
セ
メ
ン
ト
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

市
は
、
付
近
住
民
の
車
両
か

ら
採
取
し
た
粉
じ
ん
と
同
事
業
所
内
の
堆

積
物
に
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
と
の
調
査

結
果
を
同
事
業
所
に
説
明
し
、
粉
じ
ん
飛

散
の
原
因
調
査
と
、
よ
り
一
層
の
飛
散
防

止
対
策
の
実
施
を
申
し
入
れ
た
。

　

同
事
業
所
か
ら
は
、
施
設
整
備
計
画
書

が
提
出
さ
れ
、
新
た
に
大
型
吸
引
車
を
導

入
し
堆
積
物
の
回
収
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、

継
続
し
て
周
辺
環
境
の
粉
じ
ん
の
調
査
な

ど
を
行
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

水
産
行
政
に
つ
い
て

蕪
島
物
産
販
売
施
設
の
整
備
計
画
は

　
　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

日　

當　

正　

男

【
問
い
】　

蕪
島
物
産
販
売
施
設
の
整
備

内
容
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

同
施
設
の
整
備
基
本
計
画
で

は
、
蕪
島
駐
車
場
敷
地
内
に
木
造
平
屋
で

建
築
面
積
は
約
２
０
０
平
方
㍍
の
、
地
場

産
品
な
ど
の
販
売
や
地
元
食
材
を
使
っ
た

飲
食
物
提
供
コ
ー
ナ
ー
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス

な
ど
を
備
え
た
施
設
と
し
て
い
る
。

　

物
産
販
売
な
ど
は
テ
ナ
ン
ト
を
公
募
に

よ
る
選
定
を
想
定
し
、
施
設
の
維
持
管
理

は
市
が
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
平
成
32

年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

旧
プ
レ
イ
ピ
ア
白
浜
の
再
活
用
に
つ
い

　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆

著
作
権
教
育
に
つ
い
て　
　
　
　

な
ど

＊２ プロポーザル方式…地方公共団体が事業者を選定する入札方法の一つで、民間事業者が提出した提案書を地方公共団体が内容等を審査
　　 し、受託者を決定する方式。

ドローン ( 小型無人機 ) 操作研修会のようす
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お

知

ら

せ

国
保
医
療
費
の
窓
口
負
担
軽
減
を

　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
議
員
団

　
　
　
　
　
　
　
　

苫
米
地　

あ
つ
子

【
問
い
】　

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金

減
免
・
徴
収
猶
予
制
度
の
概
要
お
よ
び
実

績
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

国
民
健
康
保
険
法
で
は
、
保

険
者
は
特
別
の
理
由
が
あ
り
、
医
療
機
関

に
一
部
負
担
金
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
に
対
し
、
一
部
負

担
金
の
減
免
な
ど
の
措
置
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
平
成
16
年
に

要
綱
を
制
定
し
た
が
、
実
績
は
な
く
、
相

談
も
極
め
て
少
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

介
護
行
政
に
つ
い
て

◆

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
等
の
入
学

　

前
支
給
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

な
ど

生
活
困
窮
世
帯
へ
の
学
習
支
援
事
業
の

取
り
組
み
は

　
　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

森　

園　

秀　

一

【
問
い
】　

当
市
の
学＊

３

習
支
援
事
業
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

平
成
28
年
度
は
参
加
し
た
中

学
３
年
生
全
員
が
高
校
な
ど
へ
進
学
し
て

お
り
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
一
方

で
、
事
業
の
周
知
方
法
や
学
習
会
場
へ
通

う
こ
と
が
困
難
な
対
象
者
の
解
消
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
新
た
な
周
知
方
法
を
模
索
す
る

と
と
も
に
、
学
習
会
を
市
郊
外
部
で
試
験

的
に
開
催
し
、
実
施
状
況
等
を
検
証
し
た

上
で
本
格
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

教
育
行
政
に
つ
い
て

◆

地
方
公
務
員
制
度
に
つ
い
て

中
心
商
店
街
空
き
店
舗
・
空
き
床
解
消

事
業
の
実
績
と
成
果
は

　
　
　
　
　

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

久　

保　

百　

恵

【
問
い
】　

中
心
商
店
街
空
き
店
舗
・
空

き
床
解
消
事
業
補
助
金
の
実
績
と
成
果
に

つ
い
て
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

同
事
業
で
は
、
平
成
22
年
度

の
事
業
開
始
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
に
、

21
件
、
総
額
約
３
９
０
０
万
円
の
補
助
金

を
交
付
し
て
い
る
。

　

成
果
に
つ
い
て
は
、
空
き
店
舗
・
空
き

地
率
が
第
２
期
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
の
目
標
値
を
達
成
し
、
中
心
商
店
街

へ
の
新
規
出
店
の
相
談
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
空
き
店
舗
・
空
き
地
率

の
改
善
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

八
戸
ま
ち
な
か
広
場
事
業
に
つ
い
て

児
童
福
祉
法
な
ど
の
改
正
に
よ
る
対
応
は

　
　
　
　
　

き
ず
な
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

三　

浦　

博　

司

【
問
い
】　

児
童
福
祉
法
お
よ
び
虐
待
防

止
法
改
正
に
伴
う
市
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

県
は
、
虐
待
事
案
が
適
切
な

機
関
で
対
応
さ
れ
る
よ
う
「
市
町
村
と
児

童
相
談
所
の
機
関
連
携
対
応
方
針
」
を
改

定
中
で
あ
り
、
当
市
も
こ
の
方
針
に
基
づ

き
、
連
携
を
深
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
当
市
の
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
の
機
能
強
化
の
た
め
、
平
成
30
年

度
よ
り
担
当
課
に
専
門
職
を
配
置
す
る
予

定
で
あ
る
ほ
か
、
同
協
議
会
の
実
務
者
会

議
で
は
、
小
中
高
校
の
各
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
の
助
言
な
ど
、
協
力

し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

公
債
費
の
償
還
見
通
し
に
つ
い
て

消
防
団
員
の
確
保
対
策
は

　
　
　
　
　

公
明
党

　
　
　
　
　
　
　
　

中　

村　

益　

則

【
問
い
】　

団
員
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
え
】　

当
市
の
消
防
団
員
の
総
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
消
防
庁
の
加
入

促
進
支
援
事
業
を
利
用
し
、
ラ
ジ
オ
番
組

や
Ｃ

Ｍ
の
放
送
、
バ
ス
へ
の
広
告
掲
示
な

ど
を
行
う
一
方
、
増
加
し
て
い
る
機＊

４

能
別

団
員
の
定
数
を
増
や
し
、
活
動
内
容
を
有

効
か
つ
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
見
直
し
た
。

　

今
後
は
、
事＊

５

業
所
分
団
員
の
制
度
を
事

業
所
に
広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
多
く

の
方
に
消
防
団
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め

加
入
促
進
事
業
を
継
続
実
施
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◆

農
水
行
政
に
つ
い
て

◆

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て　
　
　
　

な
ど

◆
定
例
会
日
程

　

次
期
定
例
会
は
６
月
に
開
催
予
定
で
す
。

　

会
期
日
程
や
一
般
質
問
日
程
（
各
議
員

の
質
問
の
要
旨
）
は
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
市
議
会
の
傍
聴
が
で
き
ま
す

　

本
会
議
や
委
員
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴

す
る
こ
と
が
ま
す
。
八
戸
市
庁
本
館
３
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訂正のお知らせ

　はちのへ市議会だより

№ 100、101について、

次のとおり掲載内容に誤

りがありました。お詫び

して訂正します。

 ▽８ページ　印刷経費

（誤）　10.692 円

（正）　14.688 円

＊３ 学習支援事業…経済的に困窮している世帯の中高生を対象に、学習習慣の確立や学習意欲の向上のみならず、社会的な居場所づくりと
　　 して実施している事業。学習支援教室への参加を中心とした一人ひとりに合わせた支援を提供している。

＊４ 機能別団員…能力や事情に応じて特定の活動にのみ参加する消防団員。

＊５ 事業所分団員…大規模災害時および地域の団員数が減少する昼間の時間帯に、災害に対する即応力を補う団員として後方支援などの消
　　 防活動、事業所の持っている特性を生かした支援活動を行う機能別団員。

印刷部数 98,800 部　印刷経費１部あたり 14.688 円



（Ａ） （Ｂ） (A)-(B) (C) (C)/(B) (A)-(D) (E) (E)/(D)

国 民 健 康 保 険 22,905,000 29,022,141 △ 6,117,141 △ 21.1 △ 6,138,873 △ 21.1

地 方 卸 売 市 場
八 戸 市 魚 市 場

288,000 363,959 △ 75,959 △ 20.9 △ 94,942 △ 24.8

都 市 計 画 土 地
区 画 整 理 事 業

2,136,526 1,994,000 142,526 7.1 410,037 23.7

1,924,000 1,997,429 △ 73,429 △ 3.7 △ 72,676 △ 3.6

12,548,000 12,530,000 18,000 0.1 1,156,952 10.2

公 共 用 地 取 得 事 業 1 1 0 0.0 0 0.0

都 市 計 画 駐 車 場 113,000 1,976,802 △ 1,863,802 △ 94.3 △ 1,863,802 △ 94.3

中 央 卸 売 市 場 341,000 546,000 △ 205,000 △ 37.5 △ 205,477 △ 37.6

42,500 48,656 △ 6,156 △ 12.7 △ 6,114 △ 12.6

364,000 342,000 22,000 6.4 25,236 7.4

介 護 保 険 20,921,594 20,499,360 422,234 2.1 151,280 0.7

国 民 健 康 保 険
南 郷 診 療 所

173,200 175,000 △ 1,800 △ 1.0 △ 6,420 △ 3.6

後 期 高 齢 者 医 療 2,374,200 2,242,438 131,762 5.9 131,399 5.9

母 子 父 子 寡 婦 福 祉
資 金 貸 付 事 業

84,000 74,000 10,000 13.5 9,136 12.2

64,215,021 71,811,786 △ 7,596,765 △ 10.6 △ 6,504,264 △ 9.2

（単位：千円）

収入 支出

1,591,070 1,742,053

16,780,000 17,838,000

18,371,070 19,580,053

平成30年度当初予算総括表
(単位：千円、％）

会 計 名

平 成 30 年 度
当 初

平 成 29 年 度
当 初

対 当 初
増 減 額

平 成 29 年 度
12 月 現 計

対 現 計
増 減 額増減率 増 減 率

（Ｄ）

一 般 会 計

特

別

会

計

29,043,873

382,942

1,726,489

学 校 給 食 1,996,676

都市計画下水道事業 11,391,048

1

1,976,802

小　　　　計 70,719,285

546,477

霊 園 48,614

農 業 集 落 排 水 事 業 338,764

自 動 車 運 送 事 業 会 計

市 民 病 院 事 業 会 計

合　　　　　　　　　計

合　　　　　　　　　計

会 計 名

163,915,021 166,311,786 △ 2,396,765 △ 1.4 169,736,770

収益的

5,200,00094,500,00099,700,000

△ 5,821,749 △ 3.4

0.7682,51599,017,4855.5

20,770,314

179,620

2,242,801

74,864
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予算特別委員会質疑一覧表

№ 会　　計　　名 款 質　　疑　　事　　項

1 一般会計　　歳　出 総務費 シティプロモーション推進事業費について

2 一般会計　　歳　出 総務費 市職員の障がい者雇用の現状について

3 一般会計　　歳　出 総務費 地域振興基金について

4 一般会計　　歳　出 総務費 市民活動保険事業について

5 一般会計　　歳　出 総務費 働き方改革について

6 一般会計　　歳　出 総務費 運転免許返納者への支援について

7 一般会計　　歳　出 総務費 交通事故対策について

8 一般会計　　歳　出 総務費 「原爆展」の開催について

9 一般会計　　歳　出 総務費 小規模修繕契約について

10 一般会計　　歳　出 総務費 小学生のスポーツ大会インターネット配信について

11 一般会計　　歳　出 総務費 地元プロチーム支援事業について

12 一般会計　　歳　出 総務費 スポーツ大使について

13 一般会計　　歳　出 総務費 大型委託契約事業における地元企業の活用について

14 一般会計　　歳　出 総務費 コンビニ交付運営負担金について

15 一般会計　　歳　出 総務費 LGBTへの対応について

16 一般会計　　歳　出 総務費 ふるさと納税について

17 一般会計　　歳　出 総務費 主権者教育・投票率向上対策等について

18 一般会計　　歳　出 総務費 公共看板・標識等について

19 一般会計　　歳　出 民生費 在宅医療介護ＩＣＴ連携推進委託料について

20 一般会計　　歳　出 民生費 子育てワンストップサービスについて

21 一般会計　　歳　出 民生費 子ども食堂について

22 一般会計　　歳　出 民生費 障害者支援事業について（理容所の支援）

23 一般会計　　歳　出 民生費 八戸市社会福祉事業団について

24 一般会計　　歳　出 民生費 重度障害者自家用車燃料費助成について

25 一般会計　　歳　出 民生費 高齢者の運転免許証自主返納等について

26 一般会計　　歳　出 民生費 子どもの読書推進・「絵本手帳」について

27 一般会計　　歳　出 民生費 認定子ども園等について

28 一般会計　　歳　出 民生費 レインボーフラッグについて

29 一般会計　　歳　出 衛生費 子育て世代包括支援センター関連経費について

30 一般会計　　歳　出 衛生費 不妊治療助成事業費について

31 一般会計　　歳　出 衛生費 ハイリスク妊産婦アクセス支援事業費について

32 一般会計　　歳　出 衛生費
臨時営業許可証におけるてんぽせんべい及び煎餅の焼きたて販売の
是非について

33 一般会計　　歳　出 衛生費 斎場のリニューアル実施計画について

34 一般会計　　歳　出 衛生費 予防接種の接種率について

35 一般会計　　歳　出 衛生費 健康増進対策費について

36 一般会計　　歳　出 衛生費 公害対策費について

37 一般会計　　歳　出 衛生費 看護師等修学資金貸付金について（就職先状況含む）

38 一般会計　　歳　出 衛生費 ピロリ菌検診について

39 一般会計　　歳　出 衛生費 受動喫煙防止対策について

40 一般会計　　歳　出 労働費 シルバー人材センターについて

41 一般会計　　歳　出 労働費 シルバー人材センター事業協会負担金について

42 一般会計　　歳　出 農林水産業費 鳥獣被害対策実施隊経費について

43 一般会計　　歳　出 農林水産業費 漆生産体制整備事業費について

44 一般会計　　歳　出 農林水産業費 農業経営安定対策事業推進費について

平成30年３月
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予算特別委員会質疑一覧表

№ 会　　計　　名 款 質　　疑　　事　　項

平成30年３月

45 一般会計　　歳　出 農林水産業費 水産物流通機能高度化対策事業費について

46 一般会計　　歳　出 農林水産業費 魚菜市場費について

47 一般会計　　歳　出 農林水産業費 農業振興について

48 一般会計　　歳　出 商工費 ふるさと祭り東京について

49 一般会計　　歳　出 商工費 はちのへ総合観光プラザについて

50 一般会計　　歳　出 商工費 広域観光における伝統工芸として南部菱刺しの育成支援について

51 一般会計　　歳　出 商工費 マチニワオープン時の歩行者対策について

52 一般会計　　歳　出 商工費 中心市街地歩行者回遊状況調査の内容について

53 一般会計　　歳　出 商工費 今後の商工産業と連携した観光戦略の目的と展望について

54 一般会計　　歳　出 商工費 中心街活性化事業について（時計設置）

55 一般会計　　歳　出 商工費 外国人観光客受け入れ事業について

56 一般会計　　歳　出 商工費 三社大祭、えんぶりの桟敷席について

57 一般会計　　歳　出 商工費 ポートセールス事業費について

58 一般会計　　歳　出 商工費 青函観光都市会議負担金について

59 一般会計　　歳　出 商工費 はちのへ観光創造委員会負担金について

60 一般会計　　歳　出 商工費 八戸ポータルミュージアムについて

61 一般会計　　歳　出 商工費 八戸まちなか広場費について

62 一般会計　　歳　出 商工費 はちのへ共通商品券について

63 一般会計　　歳　出 商工費 設計等委託料について（柏崎小学校跡地利用）

64 一般会計　　歳　出 商工費 八戸三社大祭について

65 一般会計　　歳　出 商工費 案内板、標識等について

66 一般会計　　歳　出 商工費 フラワーバスケット等の設置について

67 一般会計　　歳　出 土木費 八戸西スマートインターチェンジについて

68 一般会計　　歳　出 土木費 公園整備について

69 一般会計　　歳　出 土木費 市道前田小田線の歩道整備について

70 一般会計　　歳　出 土木費 主に根岸地区のバス路線の道路改良について

71 一般会計　　歳　出 土木費 冠水した大久保市道の改良について

72 一般会計　　歳　出 土木費 屋内スケート場整備における周辺住民等の苦情について

73 一般会計　　歳　出 土木費 南部山公園事業について（道路整備）

74 一般会計　　歳　出 土木費 八戸公園整備事業について（こどもの国）

75 一般会計　　歳　出 土木費 生活道路の寄附による整備について

76 一般会計　　歳　出 土木費 港湾整備、荷役作業等について

77 一般会計　　歳　出 土木費 空き家・空き地対策について

78 一般会計　　歳　出 土木費 空き家・空き地適正管理に係る助言、指導の実数について

79 一般会計　　歳　出 土木費 八戸市立地適正化計画について

80 一般会計　　歳　出 土木費 土橋川の河川改修について

81 一般会計　　歳　出 土木費 花小路整備について

82 一般会計　　歳　出 土木費 景観計画改定業務委託料について

83 一般会計　　歳　出 土木費 公園維持管理等委託料について

84 一般会計　　歳　出 土木費 八日町再開発事業について

85 一般会計　　歳　出 土木費 野場種差線冠水箇所改修について

86 一般会計　　歳　出 土木費 私道整備補助金について

87 一般会計　　歳　出 土木費 指定管理について

88 一般会計　　歳　出 土木費 「新たな住宅セーフティネット制度」について
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予算特別委員会質疑一覧表

№ 会　　計　　名 款 質　　疑　　事　　項

平成30年３月

89 一般会計　　歳　出 土木費 市営住宅入居状況等について

90 一般会計　　歳　出 土木費 花小路整備支援事業について

91 一般会計　　歳　出 土木費 本八戸駅通り地区整備事業費について

92 一般会計　　歳　出 消防費 洪水ハザードマップ作成経費について

93 一般会計　　歳　出 消防費 洪水ハザードマップの作成及び活用について

94 一般会計　　歳　出 消防費 感震ブレーカーの普及及び設置助成について

95 一般会計　　歳　出 教育費 いじめ相談の対応について

96 一般会計　　歳　出 教育費 市奨学金について

97 一般会計　　歳　出 教育費 八戸スポーツビジネス創生事業調査について

98 一般会計　　歳　出 教育費 氷都八戸について

99 一般会計　　歳　出 教育費 八戸版防災教育副読本の成果とその反応について

100 一般会計　　歳　出 教育費 子ども達へのＪアラート警報の説明と啓発について

101 一般会計　　歳　出 教育費 学校司書について

102 一般会計　　歳　出 教育費 特別支援アシスタントについて

103 一般会計　　歳　出 教育費 看護師配置事業について

104 一般会計　　歳　出 教育費 図書館事業について（機能の強化）

105 一般会計　　歳　出 教育費 ブックセンターについて

106 一般会計　　歳　出 教育費 奨学金の拡充等について

107 一般会計　　歳　出 教育費 教職員の働き方について

108 一般会計　　歳　出 教育費 保健室への電話機設置について

109 一般会計　　歳　出 教育費 新田城址の試掘調査について

110 一般会計　　歳　出 教育費 公会堂エレベーター設置について

111 一般会計　　歳　出 教育費 長根スケートリンククロージングイベントについて

112 一般会計　　歳　出 教育費 「小中学校スポーツ活動の指針」策定について

113 一般会計　　歳　出 教育費 外部指導者に係る保険加入について

114 一般会計　　歳　出 教育費 部活動支援について

115 一般会計　　歳　出 教育費 笑顔の教室について

116 一般会計　　歳　出 教育費 史跡丹後平古墳群保存活用計画検討会議について

117 一般会計　　歳　出 教育費 ブックセンターについて

118 一般会計　　歳　出 教育費 社会体育振興費について

119 一般会計　　歳　出 教育費 学校給食管理費について

120 一般会計　　歳　出 教育費 新美術館整備事業について

121 一般会計　　歳　出 教育費 八戸スポーツビジネス創生事業について

122 一般会計　　歳　出 教育費 スピードスケート貸し靴について

123 一般会計　　歳　出 教育費 小学校スケート教室について

124 一般会計　　歳　出 教育費 スピードスケート競技者育成支援補助金について

125 一般会計　　歳　出 教育費 （仮称）伊調ロード基本構想策定業務等委託料について

126 一般会計　　歳　出 教育費 新美術館について

127 一般会計　　歳　出 教育費 公会堂・公民館施設設備事業費について

128 一般会計　　歳　出 教育費 スクールソーシャルワーカーについて

129 一般会計　　歳　入 国庫支出金 防衛省交付金について

130 一般会計　　歳　入 県支出金 電源立地交付金について

131 一般会計　　歳　入 諸収入 原子力施設立地振興対策事業助成金について

132 都市計画土地区画整理事業特別会計 八戸駅西土地区画整理事業費について

133 都市計画下水道事業特別会計　 下水道のイメージアップについて

134 霊園特別会計 新しい形での墓地の整備の方向性について
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№ 会　　計　　名 款 質　　疑　　事　　項

平成30年３月

135 介護保険特別会計 介護保険料等について

136 介護保険特別会計 地域支援事業等費について

137 介護保険特別会計 介護保険未納等について
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